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感情と身体
―見えざる主役―
福 田 正 治
はじめに
我々の感情はどこから出てくるのかと尋ねると,多くの人は脳ないし頭から出てくると言う。
さらに本当にそうなのか,愛する人に逢うと胸がつまり心臓が ドキ ドキする,悲しみに包まれる
と胸苦 しくなるという例をあげて,本当に頭から感情が出てくると実感 しているかを再度尋ねる
と多くの人は混乱に陥ってしまう。
この混乱はどこから来るのであろうか。学校で習った知識は,我々をコントロールしている
のは全て脳であって,心臓でもない, さらに神とか目に見えない何者でもないと教えている。脳
が働かなくなれば何も感 じることもなく,極端な例では脳死状態になれば法律はもはや人間でな
いと規定している。 しかし日常生活で感情は多くの身体的変化を伴って発生し,思い焦がれてい
る人の前で心臓はドキ ドキし言いたいことの半分も伝えずに終わることもある。上司に無理難題
を言われ顔が怒りでこわばることもしばしば経験する。葬式で涙を無理やり出して悲 しみを作り
出そうとしたことは一度や三度あるだろう。そんな経験を実感として捉えると,感情は身体と一
体となって出てくるようにも思える。
ジェームス」amesとランゲLangeは,感情は脳ではなく身体が中心であると19世紀の終わ
りに主張し,「怖いから逃げるのではなく,逃げるから怖い」と考えた(14)。熊に襲われたとき,
暴漢に襲われたとき,反射的に逃げ,その後で 「ああ怖かった」とかその場面を思い出して本当
の恐怖が沸き起こってくることに相当している。 しかし上の説は現代科学で否定されており,感
情の発生は脳にあり,脳が全てを取り仕切っていることを教えている。そのことを多くの人々は
知っており,それ以外の答えを出すことは自分の教養が疑われると考えているところがある。
感情を考察する場合,感情は身体反応を伴って発現するという経験論と,感情は脳で起こっ
ているという自然科学的な考え方の対立が横たわっている。哲学はこの問題に深くかかわってお
り, どのように統一的に考えるか長い時間をかけて議論されている (57)。精神と肉体に関する
膨大な議論の蓄積を前にして押しつぶされそうであるが,感情の問題はまさにそれを直撃する課
題であり, こでは哲学的,宗教的問題を避けて,感情と身体の関係について考えてみたい。
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1.デ カル トの心身二元論
いつの頃から,我々は脳と身体を区別して考えるようになってきたのであろうか。さらに考
えるならば,心とは一体どこに存在するのかという大きな問題に突き当たる。感情と心とは必ず
しも一致する概念と言えないが,先人は,恐れ,怒りなどの感情がどうして起るのかという問題
と,神はどこに存在するのかという問題が底辺でつながっており,そこに心としての概念を捉え
てきた。
何の科学的根拠も知らない世界にあって,世界解釈は人間を超えた位置に何かを設定 しなけ
れば説明のつかないことであった。なぜ人は人を殺すのか,ギ リシア神話のオディプスが親を殺
したとき(8),その説明を,身体を超えたところの神という存在に求めなければならなかった。
ギリシア神話にしても, 日本の神話にしても神々の種類が自然界のあらゆるものにいきわたり,
感情の神もまたあらゆる種類にわたっている。アフロディテは愛の神であり,ゼウスは怒る神で
ある(9)。自然を取 り上げれば,アポロンは太陽の,ポセイ ドンは海の, フローラは花の, クロ
ノスは農耕の神である。日本神話ではイザナギノミコトは結婚の, ヒルコノカミは福の,オオマ
カツヒノカミは厄災の神であり,スサノオノミコトは農業の, タカオカミノカミは雨の,オオヤ
マヅミノカミは山の神である(10)。
それでもって人々は日常生活の全てを理解し納得していた。そして宗教がそれを体系化した。
旧約聖書を紐解けば,世界は6日間にして神が作り,人間を作り,男女を作った(11)。非常に説
明は単純明快であり,生活を送るには何も差 し支えない。仏教もまた同じような考え方を取り,
大日如来が宇宙を統べる仏として唱えられている(12)。宇宙がそれで説明されるとしたらもうこ
れ以上何を考えることがあろうか。
時代は,人口増加と生産力増加により,限られた空間に人々を閉じ込めておくことができな
くなってきた。15世紀から16世紀にかけて,人々は海を,陸へと新 しい広がりを求めて繰り出し
ていった。そうすると, これまで信 じてきた, この国の在り様がどうも異なっていることに気づ
いてきた。地球は丸い,地球は太陽の周りを回っているのではないかと疑うようになり(13),事
実,そう考えぎるを得ないように人間は知識を貯えてきた。教会が声高らかに, これらは邪教だ
と攻撃 しても事実の前には無力であったようである。次第に聖書の内容を吟味しなければならな
いようになってきた。聖書の根拠が疑われだすと,心の問題も遡上に登らぎるを得なかった。
デカル トDescartosの登場である (14)。彼は都合のよい考え方を提案 した。これまでは聖書
が教える世界と事実の世界は同じであると考えてきたが, どうも我々が考える世界は事実の世界
と異なるようである。ここで聖書が教える世界とは,心であり神,霊の宗教の世界であり,また
人間の祖先の問題, この地球の在り様の問題である。上でも述べた地球は神が作り,平板状であ
ると考えられてきたが,実際には地球は丸く太陽の周りを回っている。人間の体に関しても状況
は同じで,身体と精神の両方は未だ神の領域であり,神聖にして侵さざるべからずのところであっ
た。 しかし解剖学の進歩,生理学の血液循環が明らかになってくると (15),両方が神の領域に属
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していると考えるには不都合がでてきた。身体は実体として存在し,精神は身体を通 して発現さ
れるが,あまり難 しく考えずに,デカル トはとりあえず精神と身体を別々に考えましょうという
心身二元論を提唱した。身体は機械のようなもので精神とは関係がない。そうすると身体のほう
は物であるから自由に操作,議論できるのではないか。そこに科学的な操作が入ったとしても物
であるから何ら問題がないということになる。
現在の神経科学は,あらゆる人間の精神作用は脳が行っており,脳を離れた実体のない 「精
神」は存在 しないと考えるのが主流である。脳でもって,脳の働きによって感情もまた解釈され
るべきものであるという一元論がとられている。一方では, この人間の複雑な心を果たして 「脳」
で説明できるかとの考えもある (16)。人間の精神は非常に幅を持っており,形や音,寒暖を感じ
る感覚から,神を認識する能力までを持ち合わせており,動物にない人間独自の能力に関して,
脳の言葉で説明できないとして現代版 隔L身ヽ二元論」が存在する(17)。
この心身二元論は,デカル トの 「情念論」の中で本格的に議論され,身体と精神は別に考え
たほうが合理的であるという結論に至った。多くの教科書ではこのように書かれているが,デカ
ル トが考えた精神とは何か,なぜ二元論に至らなければならなかったかの詳細はあまり知られて
いない。以下,デカル トの 「情念論」の内容に沿って彼の思考の一端をたどってみたい。
なぜ精神と身体を区別しなければならないのか
物体を取り上げてみよう。そうすると 「いかなる意味でも,物体が考えるなどとは思わない」
が故に,「われわれのうちにあるすべての種類の考えは,精神に属すると信 じるのが正 しい」と
デカル トは考える。彼の基本的立場はこの経験論的考えの中にある。その証拠の一つとして運動
を取り上げ,運動は物体に属し,物体である 「身体」に属 していると考える。そして精神は運動
を引き起こすことがないから,精神は別に存在 しなければならないことになる。身体は 「時計の
自動機械」のようなものであり,「物体的原理」で働いているものである。
それでは精神とは何か,デカル トは情念論を書 くにあたって精神を科学的に解明することを
計画した。デカル トが,人間の行動,特に精神とつながった行動を理解 しようとした時代の最新
の自然科学的知識は如何ばかりであっただろうか。「情念論」を紐解 くと,デカル トが知ってい
た人間や動物の構造と機能に関するその当時の最新の知識がどのようなものであったか見てとれ
る。
脳に関する知識は2世紀のガレノスに遡ることができ,彼はそれまでのギリシア,イスラム
の医学的知識を集め整理 した(18,19)。その中で脳についても述べており,脳は感覚と運動の中枢
であり精神の中枢であると捉えていた。 しかし彼の脳は左右二つに分かれているが,実質である
脳は物体であって中には何も入ることはできない。唯一,脳の中に入れる場所があるとしたら中
空で満たされている脳室であり,脳室に精神的精気が詰まっており,それが霊魂などの心を創っ
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ていると考えた。脳室は3室に分かれ,例えば前の第 1室では空想,想像力,第 2室は思考,判
断,第 3室は記憶が営まれているとした。
デカル トの時代,解剖学の進歩により神経系統という考え方が取り入れられ,その脳からは
中空の管である神経が筋肉や心臓に出ていき,それを通して脳から運動指令や心臓の制御指令が
出ていること,末梢の感覚器からの情報は神経を通 して脳に達 していること,特に視覚系では,
日から視神経を通 して情報は左右の脳に入っていることが明らかになっていた。その情報とはガ
レノスの考えに従う動物精気であり,神経を通 して情報が伝わると考えた。さらに!最新'の医学
的知識として,ハーディの心臓を中心とした血液循環系が明らかとなり(15),血液は肺からの何
か (当時は外からのエネルギー)を全身にくまなく送り出している装置であることが明らかとなっ
ていた。
これらの事実に基づいて人間の精神を自然科学的に説明することになるのだが,デカル トは
脳が何か命令を出して運動をつかさどっていることは理解 していた。しかし彼が考えた論理は,
脳を中心とした身体は物体であり,時計のような機械であり,物体には意志という精神は存在 し
ないが故に,身体には精神は存在 しないという三段階論法が彼の思想の根底に見受けられる。確
かに時計は物体でありどこを探しても意識を見つけることはできないけれども,複雑な構造をもっ
ており,それなりの働きをしている。身体も類似 したもので,どこを調べても精神という実体が
見出せず,脳といえども単なる物体としてしか存在 しない。悲しいかな,当時の脳の実質の働き
は何一つ明らかにされてはいなかった。さらにはアリストテレスの脳実質に機能が存在するとい
う考え方はガレノスとキリスト教の前にどこかへ飛んでしまっていた。そこでの論理的帰着が精
神と身体の二元論に至ったと考えられる。とにかく何かで全てを説明しなければならなかったと
したら,デカル トの天才をもってしても精神の自然科学的見方はこの結論であった。
視覚を中心とした例を考えると,両方の目から入った情報は左右の視神経を介して左右の脳
に入力される。ここでの問題は一個のリンゴを見ているとき,左右二つの目から入った2つの情
報はどうして一個のリンゴとして認識できるかという疑間であった。それは脳のどこかで二つの
情報が一つに統合される場所がなければならない。脳を調べてみると,多くは左右にと二つの部
分を持っている。従ってこれらは統合の部位から外して考える必要がある。ただ一つ松果体は一
個で脳の中心部に存在し, こが恐らく,視覚の脳とつながって一つにまとめる統合の部位であ
ると考えた。思考の結果であり,当然のことながら,解剖学的知見もなく,松果体の機能も分かっ
ていない状態での結論である。松果体も物質であるからここに精神が存在するとは考えられない
から,松果体が精神の窓口として働いているとの結論に至ったと推察される (図1)。歴史に
`もし'ということはないのであるが,デカルトが今日のような脳の働きを少 しでも知っていたら,
このような結論に達していたかは疑間である。脳を構成している神経細胞が活動電位という手段
を使って他の神経細胞と情報のやり取りをし,それらが200億-300億個集まった脳という物体が
意識を創りだしている事を知ったとするならば,心身二元論は出てこなかったかもしれない。た
だし,現代の科学をもってしても複雑系である神経細胞の集団からどのようにして質への変換が
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行われているかは説明されていない。
デカル トがいう精神 とは何か
ここでの疑間は人間を身体と精神に分けたとき,われわれは一般に身体は単に物体と理解し,
精神の中に心で代表される感覚意識や感情,知性という幅広い機能を含めて捉えるところがある。
デカル トが唱えた心身二元論の精神とは上で述べた捉え方でよいのだろうか,感情を考えるにあ
たって再度振り返る必要がある。
デカル トは,身体は時計の機械のように捉えられる人間機械と見ていたが,必ずしも単に冷
たい物体とは考えていなかった節がある。それは身体の中に広い意味での感覚系を含めていたこ
とに見て取れる (図)。末梢の感覚器官を通 して感 じられた情報は脳に送られ,暑い, うまい,
痛いなどに感じられるとしている。これらの感覚は精神の中に含まれておらず身体の機能の一環
として捉えられている。デカル トが脳との関連で精神と区別していた身体はもう少し複雑で,痛
みを感 じる身体であって,痛みを感じない身体という誤解は解いでおかなければならない。
デカル トが言う精神とは 「意志」そのものであり,精神には 「低い部分」と 「高い部分」と
がある。低い部分は感覚的部分で,高い部分は 「理性的」部分と捉えられている。そしてその意
志とは松果体に働きかける精神の能動の部分である。
デカル トは,知覚には3種類あると述べている。一つは外的対象に関係 したもので,音や光
の知覚である。次が身体に関係し,飢え,渇き,痛み,熱さの知覚を指 している。そしてこれら
二つの知覚に関して,「音,香り,味,熱さ,痛み,飢え,渇きなど,一般に外的感覚ならびに
内的欲求のすべての対象はわれわれの神経の中にある運動を起こすのであり,それが神経によっ
て脳に達するのである」と述べている。剛歯におけるこれら多様な運動は 精神の介入なし
に,動物精気をある筋肉のほうへ流れさせて,肢体を動かす」こともできる。この二つの知覚の
議論から言えることは上で述べたように,身体は痛みの感じる身体と理解 していたことである。
図 1.デカル トの心身二元論
香り、飢え、渇き、痛みを含む
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最後の知覚が精神に関係 し, これが情念に関係 している。「情念」の定義は 「精神の知覚ま
たは感覚または感動であって,特に精神自身に関係づけられ,かつ精気のある運動によって引き
起こされ維持され強められるところのもの」である。喜び,怒りなどは定義により精神側の入出
力を議論していることになる。そして外的対象や身体に関係した原因ではなく,第 3の知覚に関
係 した情念の第下の原因は 「何か一定の対象を自発的に考えるところの精神の活動」によって,
嬉 しいとか悲 しいとか感 じられる。
デカル トが主に考える対象は人間であり,動物は全く念頭に入れていない。動物には情念が
ないというのがデカル トの立場であった。人間を対象にした変化の仕方とは,愛を例に取り上げ
るならば 「それらを生む対象が善い」ものと示されるときに,その対象に生 じるものであると考
える。憎 しみは反対に 「それらを生む対象が有害な」ものと示されるときに,その対象に生 じる
ものであると考える。このように対象の作用の仕方で情念が変ってくるのである。この議論での
情動の原因を考えると,精神の 「能動」作用で精気が乱れ,それが精神の知覚となって情念が生
じている考えになり,全くといってよいほど身体の存在が認められないことになる。デカル トは
このことが気にかかったのか 「精神は身体を離れて存在」しないとも言っている。
このような考察から,デカル トの精神に含まれる情念について,我々の感情のうち,どれが
デカル トのいう精神であるか考えることができる。デカル トは知覚に伴った感覚や,本能に伴っ
た飢え,渇きなどは情念に含めず,身体の現象と考えている。痛みもまた身体側の症状である。
ということは身体に直結 した情動は精神ではないということを示唆している。
我々は情動 ・感情を原始情動,基本情動,社会的感情,そ して知的感情の4階層に分けて
捉えられることを提唱している(20,21)。デヵル トの情念は,階層仮説から考えると,社会感情,
知的感情のみで,快 0不快である原始情動は情念に含まれないことになる。原始情動は身体と直
結 した情動であり,身体を抜きにして語ることはできない。また動物的感情の強い基本情動の大
部分は動物精気としてとらえ精神の中に含まれていなかったと考えられる。このように考えると,
デカル トの心身二元論の心と進化論的感情仮説で論 じている情動 ・感情とは乖離とオーバーラッ
プがあることを指摘 しておかなければならない。
2.脳 と身体 の相互作用
結論から言うならば,生理学的に脳は身体と独立には存在できないということである。脳は
身体の中でも特殊な器官であり,神経細胞,それを支えるグリア細胞,そしてそれらに酸素と栄
養を送る血管系から成り立つ約1300gの器官である。それは硬膜に包まれ,脳脊髄液という液の
中に浮かんでいる。
脳には心臓からの血液の20%もの大量の血液が送り出されている。それだけ脳は酸素を必要
とし,血液が止まると脳は数分以内に死ぬ。さらにエネルギーも大量に消費する器官であり,脳
はエネルギーの原料であるグルコース (ブドウ糖)を貯めておくことはできないので,常に血液
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を通 して補ってやらなければならない。
脳の中には神経細胞が100億とも,200億イ固とも存在するといわれている。それらが1300gの
脳の中に埋まっている。その中で神経細胞だけを集めると,驚 くことに体積はたったの100ml程
度にしかならない。これも多く見積もっての話である (神経細胞の大きさが平均20mmの球と仮
定すると,全体の神経細胞の体積は84ml)。脳全体の体積の10分の一程度である。この体積の神
経細胞を働かせるために60kgの身体を使っているとは人間も非効率的な生物といわなければな
らない。
これは否定的な見解であって,逆の言い方をすれば脳はそれだけ身体を必要としている。脳
を守り維持するために身体のあらゆる器官が脳のためにあると言って過言でない。脳は自分を守
るためにいろいろな身体の監視機構を効率よく残 している。脳の神経細胞には,体内のグルコー
ス濃度をモニターしたり,浸透圧,C02濃度, ホルモン濃度などあらゆる生体のパラメータを
モニターしている。そして脳にとって最も最適な環境が提供できるよう末梢の器官を調整してい
る。悲 しいかな,脳は体を監視 し,命令を発するだけで,空気から酸素を取り出すことも,食物
から生きていくのに必要なグルコースも作り出すことができないで,われわれの体に諸器官を作
りそれを利用 している。
さらにエネルギーを外部の資源から取り込まなければならない生物にとって食料を獲得する
ための運動機能を進化させ,そのために感覚機能も備えなければならなかった。極端に言うなら
ば,身体機能は全て脳のために存在すると考えてよい。
これだけ身体が脳のために多大なる貢献をしているにもかかわらず,われわれは日常生活で
身体を実感することが少ない。健康な身体であれば,スポーツや肉体労働に身体を費やすという
ことがなければ,身体をいちいちまずもって意識することはない。そういう点で脳はわがままで
あり薄情な存在である。病気になり,胃が痛い,胸が痛い,疲れたというときだけわれわれに体
があることが実感される。
さらに身体が実感されるのは,老化である。人は誰も平等に年を重ねて,若かった肉体も気
が付けばほころびだらけになった存在になる。現在若々しいと思っている精神とほころびた運動
機能を持つ身体との乖離が起こる。何時それに気がつくかは人それぞれであろうが,われわれが
死を避けられないように,その感覚を避けることはできない。
これまで脳を維持するための身体機能の必要性について論じてきた。とするならば,脳が維
持できれば身体は存在 しなくてもよいのかという考えが出てくる。ここで生物の生物としての条
件である種族維持の問題は脇に置いて,人間という存在の問題について考えてみると,例えば人
工血液の可能性,外部情報の入力のコンピュータ化などで脳を維持するとしたら,脳が考える世
界はどのように見えてくるだろうか。
さらに,そのような“脳"が再現できる“自己"はどのような自己であろうか。我々が現在認
識 している自己と同じものであろうか,答えはない。身体と心の問題を考える場合, この架空的
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物語の疑間に何時かは答えていかなければならない。そこでの感情が一体どのような感情なのか,
おもしろい問題である。
3.感情の東縛条件
感情を考えるにあたって,感情が身体上に発現されていることを考えると,身体は感情の東
縛条件になる。上の議論で,その東縛条件が意識化されるかどうかは,感情がどの階層に属 して
いるかに依存 していることを議論 した。極端な例を上げるならば,国民感情という言葉は,明ら
かに身体概念を超えた組織としての表現と考えられ知的感情の議論の中に含まれる。
感情に関して身体以外の東縛条件はあるのだろうか。東縛とは感情を考える場合の境界条件
を指す。人間は身体という有限の物理的空間を占める存在であるが,上の議論で見てきたように,
情動 ・感情は個体を超えて,人と人のつながり,歴史をまたぐ空間,時間の広がりを持っている。
それが感情の中のコミュニケーションとしての役割であり,知識としての性質である。感情の特
性を時空の次元で捉えるならば,身体も含め,それぞれの情動が働 く境界条件を見て取ることが
できる。
図 2は進化論的感情階層仮説で唱えられた原始情動,基本情動,社会的感情,知的感情の4
つの感情の特性を時間軸,空間軸の中で表示 したものである。それぞれの感情の作用が本質的に
限られた領域で働いていることを示 している。これに本来は身体意識の第 3の軸を加えれば全体
のイメージが捉えやすくなると考えるかもしれないが,そこまでの研究は進んでいない。
この図式は参考として現代物理学が取り扱っている世界認識の方法論,考え方を参考にして
いる (図3)。20世紀初頭に物理学はそれまでのニュートンカ学を基礎とした古典物理学から,
広がり
東縛条件
(宇宙)
(地球)
種
群れ
日  年   10年   100年
図2.情動 ・感情の東縛条件
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極微の素粒子の世界へと関心が移っていった。そこで垣間見た世界はそれまでの世界解釈とはか
け離れた理論が支配する世界であった。たとえば電子の場所を決定 しようとするとその速度は不
定になるとか,粒子が同時に波動の性質を持っているという現象である。さらに真空は粒子で埋
め尽くされているなど,われわれの日常生活での経験される知識とはかけ離れた概念であった。
そこでわれわれは極微の世界での考え方を切り替え,量子力学を動作原理として選んだ。一方,
極大の世界ではこれまたわれわれの常識とかけ離れた理論を適応 しなければ,解釈つかないこと
が多く発見された。光の速さが有限であり,光は重さゼロにもかかわらず重力により光が曲がる
ことや,われわれの宇宙は膨張しているなど,われわれの通常の経験を超えた世界が描かれてい
る。ここでもまた理論は一般性相対性理論などを適応 して,現実の世界との考え方の区別をして
いる。
これらは現象に対する適応限界を示 しているのであり,極微の世界を古典物理学で説明しよ
うとしても完全な理解は得られないことを示している。それぞれの条件に合った理論がその現象
を完全に説明する。そして, これら全てを含めたものが自然に起こっている現象である。物理学
者はこれら全てを含んだ大統一理論をつくろうと研究 しているがまだ発見されていない。
感情に関しても, これと類似の方法が使える。すなわち, ヒトの感情の感情たる所以の愛を
単細胞生物に適応 しても意味はないし,快 ・不快を歴史的時間の広がりで議論 しても仕方がない
ことである。そのように考えると図 2のような概念図が描ける。縦軸の空間的広がりは,最小が
身体を表現する広がりであり,ついて群れ,地域,国,そして最大は地球から宇宙を概念する広
がりまで捉えられる。横軸は時間を表し,最小はリアルタイムの実時間であり,最大は恐らく,
歴史的時間スケールであり,概念的には永遠までを含むかもしれない。
図3.物理学の適応範囲
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原始情動である快 ・不快はその適応範囲が個体自体に限られており,複数の個体がその情動
を同時に体験 しない限り共有することは難しい。この情動は主として身体感覚を通 して知覚でき
るために,その刺激がなくなれば消えていく運命にある。その意味で原始情動はリアルタイムの
感情といえる。例えば空腹であれば,その感情は誰も共有することはできず感 じている本人 しか
わからないことである。そしてその感情は食物を食べることによって解消される性質のものであ
る。その他本能としての飲水,性,睡眠などの行動はそのような性質を持っている。これらの情
動はあらゆる生物に存在 し, ヒトもその東縛から逃れることはできない。その土台がホメオスタ
シスである (22)。快 0不快情動はまさしく身体と直結 しており, この情動は上で述べた身体意
識とまさしく同一のレベルであると考えられる。快 ・不快は身体を除いて存在しない。
生物が進化し,地上に這い上がってきたとき,動物は集団を組むようになり,鳥類はつがい
で子育てをするようになり,哺乳動物は子育てに多くの時間を取られるようになってきた。基本
情動は,原始情動の次の進化として現れ,快は喜びと受容/愛情に,不快は怒り,恐れ,嫌悪に
進化 していった。これらの情動の基本的パターンは恐らく遺伝子にそのプログラムが書かれてい
るであろうが,多 くは経験という学習でそのレパ トリーを増やしていった。神経細胞の可塑性は
この段階で大きく進展 してきている。広がりに関して喜び,恐れ,嫌悪は個体のレベルで処理さ
れる感情であるかもしれないが,受容/愛情や怒りは相手が必要とされる情動であり,決 して一
匹での情動にはなりえない性質のものである。時間的広がりもホルモン分泌を通 した期間や子育
ての期間と伸びていった。従って, この段階で原始情動である快 ・不快情動と同じ時空間で基本
情動を説明することはできない。
さらに進化してヒトに存在する感情となるが,感情の範囲は非常に広 く,その分類,定義,
適応もさまざまである。別著で議論 したように進化論的感情仮説では,感情は大きく社会的感情
と知的感情に分けることができる(21)。図では基本情動よりさらに広 く順次社会的感情と知的感
情が並んでいる。
社会感情とは,個体の社会的存在価値を高める社会的操作に伴う感情で, これは社会知性と
いわれる智慧に関連 した感情である。一方の,知的感情は文化,歴史,科学,宗教などに裏打ち
された感情をさす。
社会的感情は空間的には群れに代表される広がりを持ち,時間的には個体が成長し,力をつ
けてから衰えるまでの時間的背景を持つと考えられる。チンパンジーは言語を持たないために,
"文イピ'といわれるものは代々の親の行動の学習によって伝えられるものであり,そのレパ トリー
は時間的にも空間的にも限られた範囲でしかなりえない。そこでは表情,身振りがコミュニケー
ションの主要な伝達手段であり,他者の認識が重要な能力になってくる。その意味で自己意識の
現われがそこになければならない。
知的感情は人類の智慧の蓄積に基づく感情で,文化,歴史に依存 している。従ってこの感情
は国,民族で異なっている。例えば,神への愛,神からの愛はキリスト教圏の感情と呼ばれるも
ので,仏教圏での慈悲に相当するものである。日本での恥,甘えの文化的感情は西洋では通用 し
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ないものである。罪という感情は特にキリス ト教で強いものである。それぞれの歴史,文化とい
う何千年にわたる智慧の蓄積による感情であり,また国,民族といった広い広がりを持った感情
である。時間と空間の広がりは宗教をとおして考えるならば,無限まで広がっている。その感情
もまた無限まで広がっていると考えられる。
このように感情は階層によって語られ,対象,背景,説明が異なってきている。これは上で
述べた自然を説明する物理の世界とも類似 している。これら4つの感情,原始情動,基本情動,
社会的感情,知的感情を一つにまとめて統一 した理論で説明することは難 しいように思える。こ
れまで研究者はどれか一つを取り上げて,さも全ての感情が説明できるかの錯覚を与えてきた。
しかし実際には大きく中味の異なるものを統一的に説明するのは本来無駄なことである。それぞ
れにあった理論があってしかるべきだと考えられる。
しかしこれらの感情のしくみは身体に属している脳の中で行われていることは確かであるが,
知的感情は脳本来の機能であるかは今のところ不明である。ここに経験論に囚われない脳機能認
識の革命が求められる。
4。ま と め
感情を考えるにあたっての境界条件,東縛条件を身体,および時間,空間の要素について議
論をしてきた。この議論の根底には情動 ・感情を階層に分けて捉え,それぞれ情動 ・感情の適応
範囲が限られていることを議論 してきた。
感情と身体意識は原始情動では最も強く結びついており,身体なくしてこの情動はありえな
いことを指摘した。身体意識を議論するに当たってどのような感情を議論の対象にするかを明ら
かにしなければならない。快 ・不快のような情動は身体が直接関係してくるが,罪,愛は身体意
識が薄くなってきている感情である。愛や罪の議論で,社会,歴史を土台にした概念を,身体概
念を土台にしたもので説明することに無理があると考えるのが感情の階層性である。自然の階層
性で自然現象が矛盾なく説明できるとしたら階層性による考え方は方法論として受け入れざるを
得ないものである。感情もまたそのように捉え,人間を知るにあたって階層的な解釈もまた必要
なのではないかということをこの論文で指摘 した。
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